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ある生徒の「読書感想文」より（抜粋） 

 ・・・今、世の中は、「コロナ」という新型ウイルスにおびやかされ、普通とはいえない生活を余儀なく

されている。・・・顔半分をかくすマスク、部活動などの活動制限、全校生徒で行う体育祭の中止など、入

学する前に思い描いていた中学校生活は、正直、送れていない。気がつけば、入学してから「校歌」すら、

みんなで歌った記憶がない。でも、新しい友達ができて、先生方に勉強を習い、僕なりに楽しい中学校生活

を送っている。 

 ・・・マラソンには「デッドゾーン」と「セカンドウィンド」というものがあるらしい。走り始めると呼

吸が苦しくなって、足が重くなり、一時的に酸素不足になる状態を「デッドゾーン」、そのデッドゾーンを

乗り越え体が軽くなってきた状態を「セカンドウィンド」というらしい。デッドゾーンでスピードを落とす

と苦しい状態が続いてしまうため、少し苦しくても我慢して走り続けることでセカンドウィンドの状態に

なり、多少ペースを上げても疲れなくなる、それが、マラソンのコツだという。 

 ・・・それは、今の世の中の状況だった。「コロナ」に苦しめられ、今はもがいている状況、マラソンで

いうと「デッドゾーン」だ。この苦しい状況をもう少し我慢すれば、必ず「セカンドウィンド」がやってく

る。そんな風に関連づけてしまった。普通の中学校生活の話を読んでいたはずなのに、こんなことを考えて

しまうとは、どれだけ自分の中に「コロナ」が刷り込まれてしまったのかと、少し複雑な気持ちにもなっ

た。 

 ・・・どんな状況下であっても、14 歳の今は、今しかない。以前思っていた普通と、これからの普通が

違っても、僕は変わらない。僕は僕だ。残りの中学校生活はまだすぐには終わらない。楽しく過ごすも、そ

うしないのも自分次第。僕の周りには、まだまだ楽しいことが待っている。 

 「セカンドウィンド」が来るのが待ち遠しい。 

 

ある日の「やりとり帳」より（生徒記入） 

 ・新人戦がなくなったけど、今の状況を考えると仕方がないなと思う。 

 ・新人戦がなくなった。でも、技術を向上させる時間が増えたと考える。 

 ・分散登校あと 2 回。自分のできることを進めてやりたいです。 

 

ある日の「学級日誌」より（生徒記入） 

 ・（分散登校中）給食の準備が１回目よりスムースにできていたので良かったと思います。静かに一生懸

命取り組んだり、協力したり、今日１日で良かったことがたくさんあったと思いました。 

 ・（一斉登校開始）A と B で合わさり、久しぶりの全員集合だったけれど、人が増えても変わらず、給食

の準備や授業の受け方は協力して行うことができていたので良かったです。 

セカンドウィンド 

 

今は、コロナのせいで、世の中から、批判や悪口、差別、さらには分断などという言葉も聞こえてきます。

しかしながら、上記のような本校生徒の言葉や行動からは、こちらが教えられ、そして、勇気をもらえます。

生徒の姿に学びながら、できることを一歩一歩進め、「セカンドウィンド」を待ちたいと思いますが、もし

かすると、生徒たちは、すでに「セカンドウィンド」を自分のものとしているのかもしれません。 

 ※今回の原稿は２年生からいただきました。原稿提供、ありがとうございました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇初夏の青空のもと、３年生の学年体育祭が行わ

れました。感染対策を最優先に、生徒が安心して

取り組めるように工夫を凝らしての学年ごとの開

催とさせていただきましたが、生徒は笑顔で、目

を輝かせ、心地よい汗を流していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 主な行事 

１ 金  

２ 土  

３ 日  

４ 月 授業研究会 

５ 火 駅伝地区大会 

６ 水 夢と豊かな心をはぐくむ講演会 

７ 木  

８ 金  

９ 土  

10 日  

11 月  

12 火  

13 水  

14 木 全校総合 

15 金  

16 土  

17 日  

18 月  

19 火  

20 水 ふれあいデー 

21 木 全校総合 

22 金  

23 土  

24 日  

25 月 後期時間割開始 

26 火  

27 水  

28 木 生徒会本部役員選挙 

29 金  

30 土  

31 日 ハロウィン 

 
『西中ブログ』閲覧数急上昇中！ 

◇本校の教育活動を紹介する 

ブログです。ＱＲコードから 

アクセスできますので、是非 

御覧ください！！ 

【保護者の皆様へ】 

〇新型コロナ感染拡大のため、

学校行事等で急な変更のある

場合があります。配信メール、

学校 HP 等で連絡しますので

よろしくお願いいたします。 

 

 

善泉賞メータ－ 

        

 

 

現在４１１枚発行 

【推薦者内訳】 

生徒２９６枚 教員１０３枚 

市教委９枚 地域の方３枚 

 

 

分散登校＆オンライン授業 
県内に緊急事態宣言が発出され、本校も感染対策をさ

らに推進しました。オンライン学習も徐々に定着し、生

徒はコロナ禍でも、前向きに学習に取り組んでいました。 

今、若い世代にコロナ感 

染が広がっています。さら 

なる感染対策に御協力をお 

願いいたします。 

 

 

9 月１０日（金）幸手・杉戸班英語弁論大会が

行われました。ビデオ審査会の結果、   さん

（３－３）が、見事１位になりました。 

さんは 9 月１７日（金）に『埼葛中学校

英語弁論大会』に進出し、「Let your voice 

change the world」というテーマでスピーチ

を披露。見事 6 位入賞を果たし、県大会へ出場

します。本当におめでとうございます。 

  

 

 

 

 

 

 

埼葛 


